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試験をCBT化する。

現行試験に
新しいコンピュータ試験

のルートを構築する
(CBT化）

現行試験に
新しいコンピュータ試験

のルートを構築する
(CBT化）

受験生ＵＰ！
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試験をCBT化する。

はじめに、現在の試験方法を分析し課題を探しますはじめに、現在の試験方法を分析し課題を探します

通信コスト
後日の合否発
表通知

要員コスト
受験申込の受付処理
《筆記試験》
採点、集計作業
採点ミス等の発生の危険性

《マークシート試験》
集計作業

シートの回収、
システム投入

解答回収

採点
集計
保管

結果通知

設備コスト
マークシー
ト試験受験
後の保管

会場コスト
会場選定
利用契約
試験監督手
配

要員

会場

通信料

設備

実施から
結果報告
まで時間
がかか
る・・

願書等の手続き業務が過大

会場準備の手間、試験問題の管理や回収が過大

合格者の管理業務が過大

試験案内 願書提出 試験実施 結果管理 合格者/資格者管理

受験料振込確認
受験票発送
（ﾘｽﾄ作成）

願書
郵送

試験
実施

願書
請求
郵送

試験準備

科目合格者
の管理

科目修了
証書受取

会場準備

願書提出
郵送/持参

受験

結果通知
郵送

資格取得

証書
送付

再度
受験
試験
実施

照合

事務局事務局

試験会場試験会場

受験者受験者

課題！課題！

現行試験のコストの流れ現行試験のコストの流れ

現行試験の業務の流れ現行試験の業務の流れ

第１回

係わる人員コストが過大

データの保管費用が過大

集計作業に手間とシステム投入費用が過大

郵送費などの通信コストが過大

都度の会場選定などの経費が過大
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試験をCBT化する。

現状の試験においては､経済性･業務量に関して多くの課題が残されているなか､
ＩＴを利用した新しいＣＢＴシステムの導入により、
受付･登録･試験実施の業務形態を構築することができ､
現状業務を補佐することができます。

現行試験業務

新規試験業務
（ＣＢＴ）

新規試験業務
（ＣＢＴ）

受験生数増加受験生数増加

受験生

潜在的受験希望者

現制度に殆ど業務負担のかからない､
新しい試験(ＣＢＴ)のルートを構築することにより､より多くの受験生に対し､
業務負担を増加させること無く､サービスを提供させていただくことが可能です。

受験生の増加受験生の増加
業務負担軽減業務負担軽減

現状の課題をクリアし新たな方向性を目指します！現状の課題をクリアし新たな方向性を目指します！

ＣＢＴ
による
試験
プロセス

Web案内
閲覧

受験申請
（WEB）

会場選択
(Web)

試験実施
その場で合否確認

科目合格スコアレポート発
行

修了
判定

試験
実施

（CBT）

申込受付
受講料
決済

eﾗｰﾆﾝｸﾞの
提供(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

試験内容
紹介(Web)

受験者
リスト作

成

修了者
リスト
管理

認定書
送付

資格
取得

試験案内 願書提出 試験実施 結果管理 合格者/資格者管理試験準備

事務局事務局

試験会場試験会場

受験者受験者

第２回
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試験をCBT化する。

受験生が受験日時と場所を自
由に選べるため、受験の際の
利便性が大きく改善されます。
テストの終了と同時に結果が
判明するので、タイムラグに
よる不安や時間の無駄を省く
ことができます。

紙を取り扱う負荷やリスクを軽減し、問題作成から結果の回収と認定までの時間を
大幅に短縮します。ＣＢＴシステムのＡＳＰサービスや業務代行サービスを利用す
ることにより、システム開発・試験受付・会場手配・会場設営・テスト監督官の手
配等が不要になります。試験は,インターネット情報を保護するＳＳＬの採用や試
験官が在籍している会場にて行なわれるため不正防止や安全性を確保することがで
きます。また､試験と研修を連動したｅラーニング・ナビ･システムも構築できます。

マークシートやペーパー試験ではできないさ
まざまな技術を活用できます。
設問毎に解答時間を制限したり､残り時間を表
示することができます。
ドラッグ＆ドロップなど、選択式以外の解答
方法 ､音声、ビデオ、資料、マニュアル等の
組込み､シミュレーション試験、ケーススタ
ディ試験､計算機や外部アプリケーションソフ
トの組込み、及び､マルチメディアやブラウザ
を利用した新しい試験を実施できます。
問題の作成をより効率化、適正化することに
より、作成コストを軽減することが可能です。
実験的な問題やデータの取得を目的とした問
題を容易に組み込めます。

試験主催
団体様

試験主催
団体様

受験生の満足度が
大きく向上します！

受験生の満足度が
大きく向上します！

新たな技術の活用により効率化､適正化
することができます！

新たな技術の活用により効率化､適正化
することができます！

受
験
生

受
験
生

運用負荷が軽減し､運用コストが削減され､安全性が向上します！運用負荷が軽減し､運用コストが削減され､安全性が向上します！

問
題
制
作
者

問
題
制
作
者

さらに

ＣＢＴ(Computer Based Testing)とは、
テストや受験手続きをすべてパソコンを利用して行なうシステムです。
受験者は､パソコンの画面に表示される問題をマウスやキーボードを使って解答し､
受験結果は終了と同時に確認ができます。
受験場所や時間を自由に設定することができるため随時試験が実施可能なシステムです。

ＣＢＴとは､ 【コンピュータを利用した試験】

ＣＢＴ化の導入により得られるメリット（１）ＣＢＴ化の導入により得られるメリット（１）第３回
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試験をCBT化する。

○ＣＢＴシステムをＡＳＰにて提供しています。
○少数でも､全国の認定会場にて年間を通して受験ができます。
○ＣＢＴサービス提供や事務局の代行サービスが受けられます。

さらに、ＣＢＴ化により得られるメリット（２）さらに、ＣＢＴ化により得られるメリット（２）

○主催団体様からの試験形式の改良や改善のご要望にお答えします。
○国内に試験配信サーバを設置しているため､ご要望に迅速に対応します。
○実際の出題画面を見ながら､試験問題や選択肢のチェック､追加､修正が容易に行えます。
○｢記述形式｣､｢シミュレーション形式｣等の特殊な問題形式も利用できます。

少数受験でも､導入できます！

試験問題の改良や改善､管理が容易です！

○受付申込､受験票の配布､受験料の徴収のすべてをオンラインで実施します。

○時間のかかる採点は､システムが自動判定します。
○結果を示すスコアレポートや認定証､合格キットもその場で印刷し手渡しできます。
○主催者様は､遠隔で瞬時に採点結果を管理画面より見ることができます。

○次回受験の案内や受験申込を自動化することができます。

○各試験の受験結果を元に分析情報を提供しています。
1)得点分布傾向（年齢・地区・経験 等)
2)合格基準の設定､検討に必要な情報の提供
3)問題別および分野(カテゴリ)別の得点率情報
4)新規問題作成時に必要な情報の提供

業務の軽減や諸経費の負担を削減することができます！

分析情報の提供で､さらに品質が向上します！

○いつでも受験できるように２４時間の受験受付と毎日の試験実施を行なっております。

○どこでも受験できるように全国に認定試験会場(試験官在籍)を開設しています。
○特設会場での急な試験実施の要請にも対応します。(インターネット接続環境が必須）

○どなたでも試験官を行なえるように遠隔教育による試験官養成を随時行なっております。

いつでも､どこでも､どなたでも試験を実施できます！

第４回
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試験をCBT化する。

プライバシーマーク制度は､日本工業規格「JIS Q 15001個人情報保護マネジメントシス
テム―要求事項」に適合して､個人情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備して
いる事業者等を認定して､その旨を示すプライバシーマークを付与し､事業活動に関して
プライバシーマークの使用を認める制度です。
㈱ジェイ･ジェイ･エスは､プライバシーマークを付与されている認定事業者です｡
さらに､認定試験の主催団体様から見た情報保護の基準に照らし合わせ､定期的に監査を
実施しています。常に適切な情報保護に努めています。

安心＆万全のセキュリティ対策安心＆万全のセキュリティ対策

【認定番号】
第１０８６１６９６
(０１)号

会場サーバからの漏洩防止

受験者や問題のデータは､センターの配信サーバか
ら直接受験者マシンに配信されるＡＳＰ配信型のた
め会場サーバ型と違い会場にデータが残りません。

対策対策

問題データの持ち出し防止

ディスプレイ表示内容の持ち出し防止

マウスの右クリック等ショートカットメニューが表
示されない対処を施しており、ディスク上に記憶情
報が残らない対処をしております。

受験画面のデジカメ撮影などの試験情報の持ち出しを
防止するために、認定試験官(アドミニストレータ)が試
験監督を行なっています。

対策対策

対策対策

信頼あるプライバシーマーク付与の認定事業者！

万全のデータ漏洩対策！

弊社データセンターの試験配信用
サーバに､インターネットを経由し
て直接各受験用マシンに接続します。
会場では特別な事前準備は必要あり
ません。試験会場は､インターネッ
トを接続できる環境であれば会場の
立地を選ばないという利点がありま
す。

弊社データセンターの試験配信用
サーバに､インターネットを経由し
て直接各受験用マシンに接続します。
会場では特別な事前準備は必要あり
ません。試験会場は､インターネッ
トを接続できる環境であれば会場の
立地を選ばないという利点がありま
す。

○試験官
会場１名以上
○技術担当
不要

受験会場Ａ
試験監督者

全国試験会場からのデータを集積

Web受付システム

マスターデータサーバ。

Web上から試験申込み
○受験用ID取得
○受験申込み

データセンターデータセンター

インター
ネット

ＳＳＬ技術を用いて回線上を流れる
データを暗号化し外部には情報が一切
漏洩しない保護をしています。

インターネットを経由し、試験問題を
直接､受験用クライアントに配信します

インターネットを経由し、試験問題を
直接､受験用クライアントに配信します

受験会場Ｂ 受験会場Ｃ

結果レポート・認定証発行

低コストで、安全性が高く、
立地を選ばず、事前準備の必要がない！

ＡＳＰ型
ＣＢＴシステムの推奨モデル！

第５回
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試験をCBT化する。

団体受験やイベント会場での受験などで
は、その会場に臨時試験会場を開設し試
験を行なっております。
(出張試験の実施や特設会場の設置)
*試験官､テクニカルスタッフの派遣や
ＰＣ機器､通信機材の提供やネットワー
ク環境の事前設定も行なっています。

特
設
モ
バ
イ
ル
会
場

特
設
モ
バ
イ
ル
会
場

事務局

全国の認定試験会場

全国の認定試験会場との提携全国の認定試験会場との提携

主催団体様は､全国各都道府県の２２２会場(認定会場)を利用して試験を実施
することができます。
また､主催団体様の提携先企業や自社地域会場に特設モバイル会場を新設し、
専用で試験を実施することができます。

主催団体様が利用可能な全国の認定試験会場

特設モバイル会場認定試験会場

当社が認定している試験会場です。
現在、47都道府県で222の認定試験会場様が、ＣＢＴ
を用いた試験会場として活動しています。

企業や団体が受験
者を限定して随時
実施しています。

非公開
会場

非公開
会場

公開
会場

公開
会場

一般の受験者も対
象に日時を決めて
実施しています。

地区 会場数 全座席数 受講数/日
北海道 19          231         693          
東北 38          474         1,422        
北陸 5            33          99            
東京 24          250         750          
関東 37          308         924          
甲信越 7            38          114          
東海 17          199         597          
関西 28          688         2,064        
中国 16          160         480          
四国 9            169         507          
九州･沖縄 22          429         1,287        

計 222         2,979      8,937        

第６回
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試験をCBT化する。

受験申込の手続き､受験日･会場･受験科目の予約､受験料のお支払
いはすべてインターネットで簡単に手続きが可能です。

会場選択 試験予約 予約確認認定資格試験専用申込画面

⇒会場受付 ⇒本人確認 ⇒受験

⇒証書の発送 ⇒結果分析

ロールプレイ ング試験

2.0

3.0

4.0

5.0

1.基本マナーの習得

2.受容的傾聴態度

3 .明るく正しい話し方

4.肯定的表現方法

5 .商品・ サービス知識

6.他社比較説明

7 .質問力（情報収集力）8.ニーズ把握

9 .説明力

10.心情表現

11 .不満・ クレーム対応

1 2.セールスアプローチ

13交流感・ 親近感

2年未満 2年～3年未満 3年以上

CBT試験

60%

70%

80%

90%

100%

2年未満 2年～3年未満 3年以上

2年未満 94 .1% 79.4% 78 .8% 75.2%

2年～3年未満 96 .4% 82.8% 79 .3% 77.9%

3年以上 95 .3% 81.2% 77 .0% 73.9%

応対知識 受付知識 商品知識 他社比較

○２４時間､日祭日も受験申込み受付ができます。
○申込書や受験票など､書類送付の手間が省けます。
○日時や会場も同時に予約ができ､同時に試験配信準備も連動して自動完了となります。
○申込後の変更やキャンセルもすぐに対応できます。

○受験申込時のWeb決済により受験料回収の手間が省けます。

試験実施から認定証発行管理まで代行運用試験実施から認定証発行管理まで代行運用

受験料支払

Ｗｅｂで受験申込！

受験者データの一元管理が出来るため､次回の
受験手続が簡略化でき賞状発行も自動化でき
ます。

①会場にて受験当日会場受付を行います。
注意事項・確認事項をお読みいただきま
す。

②確認書（メールにて送信）の提示と
身分証明証を提示いただき、本人確認
を行います。

運転免許証
パスポート
クレジットカード（写真付）
住民基本台帳（写真付き）
学生証（顔写真、学生番号付）
社員証（顔写真、社員番号付）

③ＬｏｇＳｈｅｅｔ（受験票）に入室
時刻と、身分証明証の種類を記入し、
受験室にて試験開始

分析情報の提供でさらに品質が向上します！

結果レポート
認定証発行

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ･銀行振
込等の決済代行を行
ないます。

アンケート
(試験前後で実施可能）

第７回


